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それは犬にだって起こらない　愛しの人狼５
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　ロンドン警視庁を巻き込んだ凶悪な事件、そして何年か後、自分の名が世界中の人間に愛された名探偵のいささか間抜けな引き立て役としてコナン・ドイル先生の筆により後世に伝わろうとは夢にも思わなかったレストレイド刑事が、もしこの事件がきっかけだったと知ったならまさに「That should'nt happen to a dog!（最悪だ！）」と言ったに違いないあの有名な事件は、穏やかな午後、モルダヴィア侯爵夫人主催のお茶会から始まる。 








　モルダヴィア侯爵夫人の別荘はハイゲイトにあり、夫人は一年間のほとんどをそこで過ごしている。母方からハプスブルグの血を引いており、大陸にも領地があるので時々は見回りをかねて旅行するときもあるが、それは本当に何年かに一度、夫人はロンドンの雑踏をこよなく愛しているゆえイギリスを離れることは滅多にないのだ。

　だったら大都会ロンドンに住めばいいのにと誰もが考えるのだが、十年ほど前までは確かに夫人はロンドンのタウンハウスに住んでいた。しかし元々たいそう動物が好きで、広い別荘の敷地に沢山の動物たちを飼い、動物愛護の運動もし、その生活に充足している。さらに孫娘のエリザベスを引き取ってからは、孫にとってロンドンは空気も悪く騒々しいと、ほとんど別荘を離れることはなくなっていた。

　なので、当然夫人の別荘はその辺りの貴族の奥方が集うサロンと化している。そんな関係からモードリン奥方は夫人と懇意になり、それゆえ子供たちだけで夫人のお茶会に参加することを許していた、もちろん悪魔の双子・マッティとオルウェンにおかれましてはナニー監視の元でだが。

　その日の午後、アーサー・ロビンは双子の姉に許されて（可哀相に、姉たちの機嫌がよくないと男の子であるアーサー・ロビンはお供できないのだ。なんとなればマッティ「だって女子会よ？　男はあなた一人でしょう」オルウェン「そうよ、ナニーだってルシンダ小母様だって女性ですもの、女子会よ、あなただけよ、男は」ルシンダは侯爵夫人のファーストネームです、ちなみに。といった具合）、お茶会に同席することが出来た。三回に一回ぐらいしか連れて行ってもらえないので、アーサー・ロビンは浮き浮きしていた。だってお茶の席には侯爵夫人はもちろんのこと、夫人の愛する孫娘のエリザベスも当然一緒だからだ。

　ここで勘のよい読者の皆さまには、アーサー・ロビンが誰に会いたがっているかおわかりでしょう。そう、もちろんアーサ・ロビンの目的は孫娘のリジー。でなければなんでうるさい姉たちなんかと一緒にお茶へ行くもんか、家にいて一人で遊ぶか、もしくは伯父のスコットがウィリアムさんと一緒にお茶にやってくるのを期待して待つ。

　ところが今日のお茶会には、アーサー・ロビンの他にもう一人、殿方の出席者がいた。

　アーサー・ロビンと双子の姉がメイドに案内されて庭へ出ると、そこには真っ白なクロスのかかったテーブルと椅子が用意されていて、椅子の一つにはやせぎすの青年が腰をかけ、分厚い本を読んでいた。皆が近づいても顔を上げようともしない。長い褐色の髪を後ろで一つにまとめ、不健康そうな青白い顔に眼鏡をかけている。膝に置いた本には数字や見たことのないカメの甲羅模様のような図形が沢山書かれていて、それは化学構造式なのだけれども、マッティやオルウェン、さらにまだ未就学児童であるアーサー・ロビンに解るはずもなく、それを青年はぎゅっとへの字に口を結んで読みふけっている、ここに同席しているのだから侯爵夫人に近しい人には違いなかったが、どう見ても場違い、異分子だ。ただ、着ているジャケットはアーサー・ロビンたちがよく知っているものだった。そう、オースチン校のジャケットだ。

（僕が入学したら先輩になるのかな）

　そんな気持ちでアーサー・ロビンがその青年を見つめていると、青年がふいに顔を本から上げた。分厚いレンズの向こう側の目が細くなり、頬にバラ色の血が上り……そして固く結ばれていた唇がほころび……。アーサー・ロビンは自分も礼儀正しく微笑んでお辞儀をしようとしたその瞬間。

「ルシンダ！」

　唇のあいだから顔に似合わない何とも甘い声が漏れ、アーサー・ロビンは青年が全く自分を見ていないことに気づき、青年の視線を辿る。すると侯爵夫人とキャバリエの仔犬を抱きかかえたエリザベスが庭に出てくるところだった。

　もちろんアーサー・ロビンが青年に負けず劣らず甘い声で「リジー」と呼んだのは言うまでもない。そして青年がキースであると、もう賢明な読者諸君はお気づきでしょう。

　キースは大事そうに抱えていた本を無造作にテーブルの上へと放り出すと、立ち上がってすぐさま侯爵夫人のために椅子を引いた。

　侯爵夫人は御歳ンン歳なのだけれども、とてもそのようには見えない。若い頃から乗馬の名手、今も名馬を駆って野山を駆け巡ることもしばしば、もちろん動物愛護者なので狐狩りはしないが、さらに女だてらにフェンシングもたしなむという、今で言うところのスーパーウーマン、外見はというと白髪の混じったプラチナブロンドを高く結い上げ、ボンネットを被り、夫に先立たれてからと言うものの、アルバート公を亡くしたビクトリア女王が喪服で通していらっしゃるのと同じようにずっと黒い服を着ているのだが、その服はレースや可愛らしいリボンに被われていて、身につけている装飾品はあのチリマツの化石で出来たヨークシャーの海沿いの町ウィトニー産「ジェット」を連ねた黒いネックレスにイヤリングのみだが、それが逆にとってもスタイリッシュに見える、顔はふっくらと肌は艶々でバラ色の頬、手足は細長く胴はきゅっと締まっていて、お若いご婦人方のあこがれの的。要するにチョー素敵な貴婦人なのだ。

　侯爵夫人は「ありがとう、キース」と言い、キースは「いいえ、どういたしまして、ルシンダ」と答えた。

　そこで初めてアーサー・ロビンは青年の名がキースだというのを知った。

　アーサー・ロビンは自分も紳士として振る舞おうと、すぐにエリザベスのために椅子を引き、「どうぞ」と話しかけた。エリザベスは侯爵夫人の血を引いているのだからもちろん素敵なリトルレディ、透き通るような白い肌に紅の唇、くるくると巻いた焦げ茶色の髪はリボンで飾られ、ピンク色のワンピースを着ていて、子犬を抱いたまま「ありがとう」と近寄ったが、そこで思わぬ事が起こった。

　子犬が鼻じわを寄せてアーサー・ロビンの匂いを嗅ぐと、猛烈な勢いで吠え始めたのだ。

「あっ、だめよ、フラッグ、お客様に吠えては」

　エリザベスは慌てて子犬の身体を抱きしめる。しかし今や子犬はアーサー・ロビンを敵と認識し、低く唸って威嚇している。

「おかしいわねえ、フラッグは誰にでも懐くのに」

　侯爵夫人は怪訝な顔になったが、「まあいいわ、みなさん、お茶を始めましょう」と宣言する。

　仕方なくアーサー・ロビンはエリザベスから離れて自分の席に座った。フラッグはまだ唸り続けている。

「フラッグ、静かに」

　エリザベスがなだめても言うことを聞かない。が、アーサー・ロビンにはその理由が解っていた。

（きっと僕は狼の匂いがするんだ……）

　そう、アーサー・ロビンにはハンター家の人狼の血が流れている。ついこの間、偶然のことからアーサー・ロビンは変身し、自分の宿命と向き合わねばならなくなったのだ。

「フラッグにミルクをやったらどうかしら？」

　侯爵夫人が提案し、メイドがミルクを入れた皿を手に近づく。しかしフラッグは見向きもせず唸り続ける。

「フラッグ、ミルク好きでしょう？」

　エリザベスが抱え直した途端、フラッグはぽんと芝生の上に飛び降りた。そしてそのまま走っていってしまった。

「あっ、フラッグ！」

「まあいいじゃない、リジー、庭を走り回りたかったのかも知れないわ、好きにさせておきなさい」

　侯爵夫人は笑いながらミルクの壺を手に取った。

「さ、いかが、キース？」

「ルシンダ、ありがとう」

　子犬がいなくなって悲しそうな顔になったエリザベスに目をやり、侯爵夫人は「リジーの旦那様になる人はフラッグが気に入った人でないと駄目そうねえ」と笑う。

　その言葉にアーサー・ロビンは椅子から転げ落ちそうになってしまった。

　続けて侯爵夫人は「キースなんかどうかしら？」と言ったので、今度はキースがミルク壺と一緒に椅子から転げ落ちそうになる。

「ル、ルシンダ！」

「あらあ、いいじゃないの、リジーはすぐに素敵なレディになるわ。キースと結婚してくれれば、リジーをいつまでもすぐそばに置いておけるし」

　キースは絶望のあまりミルクの壺に飛び込んで死のうかと一瞬考える。キースの愛は侯爵夫人に捧げられていて、これは誰にも知られない秘密なのだ。なんとか気を取り直すと、キースは黙ってミルク壺をメイドに返した。そして「ルシンダ、僕は化学に一生を捧げるのです」と神妙に答えた。そう、ルシンダ以外の女性に捧げる心など持っていないから。

　ケーキをもぐもぐ食べていたマッティとオルウェンはこそこそと「やあよねえ」「あんんなダサイの」と言い合ったが、それは幸いなことに誰にも知られなかった。






　さて一方、エリザベスの腕から飛び出したフラッグは、名前の由来ともなったふさふさのシッポを旗のように振り立てて、上機嫌で庭を飛び回っていた。

　まだまだ遊びたい盛りなのだが、飼い主がいつも手元に置きたがるので、自分の家の庭でさえ、自由に駆け回れないという毎日なのだ。しかし読者の皆さま、だからといってフラッグが飼い主を恨んでいるかというととんでもありません。フラッグは深窓のご令嬢、エリザベスと同じ、泥を跳ね散らかして遊んだりなんかしない、女の子だけれどあまりおしゃべり好きでなく、静かに絵本を読んだりおままごとをしたりするのが好きな飼い主と大変気があっていて、特に不満はない。たださっきのお茶会、あれはどうにも我慢がならなかった、なんとなれば今まで嗅いだことのない、いえ、以前、公園のサーカスを飼い主と一緒に見物に行ったとき嗅いだことのある、なにやら変な臭いがエリザベスの傍に立っている人間から立ちのぼっていたからだ。

　それは獣の臭い。遠い先祖から受け継がれた知識がそれを教えてくれた。しかも自分たち犬属に近いが徹底的に違うのは人間の敵だということも。

　その臭いから遙か遠く離れて、今やフラッグの肺は庭にやってくる小鳥や侯爵夫人が飼っている羊（！）の匂いではち切れそうだ。こちらは大好きな匂い、心が浮き浮きしてしっぽもほら、こんなに左右に揺れて、まるで二本あるよう。楽しい、楽しい、楽しい、と手旗信号で伝えているかのよう。そんなフラッグの背後から黒い影が近づいてくるのを誰が予想しただろうか……。
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　さて、ここで場面はオースチン校の図書館に変わる。いよいよ吾等が主人公が登場するわけだが、彼・ウィリアム・クーパー・ポウイズ、十二世紀から続く魔術師ネクロマンサーの家系に生まれ、悪霊を鎮め、呪いを解く超能力の持ち主、こう紹介するといかにも派手派手しいＢＧＭや白い煙の噴き上がる舞台装置とともにお目見えするかのようだがもう読者の皆さんはご存じでしょう。彼は世間一般にはオースチン校の司書として認知されており、その役どころにぴったりの地味な様相で物語に登場する、すなわちその日の午後、彼はいつものように生徒たちが返した本を台車に積み、布できちんと埃を払い、はたまた生徒たちが本を傷つけていないかどうか確認しながら一冊ずつ丁寧に書庫の本棚に戻しているところだった。

「ウィリアムさん」と呼ばれてウィリアムが振り向くと、生徒が一人、書庫の扉から手招きをしている。

「ウィリアムさん、面会のかたが」

「面会？」

　ウィリアムはハンカチーフで手を拭くと、図書室に戻ることにした。いったい面会とは誰だろう、と首を傾げながら。

（男爵、ってことはないな。あの人はＯＢだから勝手に入ってきて、勝手にやってくるもの）

　このところ男爵のことを考えてもウィリアムの心はあまり騒がない。それは少し前、アーサー・ロビンが弾みで狼に変身した事件がきっかけだった。

　とてつもない変人で傍若無人な男爵だが、家族への深い愛情、そして誰とも結婚しないと宣言したことなど、ウィリアムには男爵がたいそう好ましく思えるようになり……一言で言えば、かなり「好き」、時々は「愛してる」と思ったりすることもあり、なぜ「時々」なのかと言えば、男爵があまりに無体でかつ自己チューだったりするからで、まあそれはともかく。

（誰だろう？）

　呼びに来た生徒と図書室に戻ると、そこにはなんとアーサー・ロビンが真剣な顔をして立っているではないか。ウィリアムはきょろきょろと辺りを見回すが、他に図書室にいるのは学校の生徒たちだけだ。

「アーサー・ロビンくん、どうしたんだい？　一人で来たのかい？」

　アーサー・ロビンは真新しいオースチン校のジャケットを着ている。そこでウィリアムは思い当たった。

「そうか、今日は学校の見学かな？　それじゃあ僕よりもスコット君に案内してもらったほうがいい」

　アーサー・ロビンはいいえと首を振った。

「違います、ウィリアムさんにたっての頼みがあるのです」

「僕に頼み？　なんだい？」

　アーサー・ロビンは小声で「ここでは言えないことなのですが」と答えた。

　なんだろう？　とウィリアムは再び首を捻る。

（ひょっとしたら寮に入るのが不安なのかも知れないな）

　それはウィリアムも日本からの留学生・志門少年が転入してきたときに知ったことだった。パブリックスクールの伝統、新入生への歓迎の儀式（イニシエーション）はかなり荒っぽかったりするらしい。

（坊ちゃんのアーサー・ロビンにはきついかも）

　そのことだったら在校生のいる前では訊きづらいだろう、とウィリアムは思い当たり、「じゃあこっちへ」とアーサー・ロビンを手招きした。

「ちょっと埃っぽいけれど、こっちへおいで」

　書庫の奥には小部屋があって、そこには書架に並べきれない本や、ＯＢから寄付された本などが箱に詰められて置いてあった。

　ウィリアムはそこへアーサー・ロビンを招き入れると、扉を閉める。

「さあ、ここならいいだろう？　頼みってなんだい？」

　するとアーサー・ロビンはぎゅっと細い眉をつり上げ、ウィリアムを見上げた。

「ウィリアムさん、お願いです、キスしてください！」

「ええっ？」

「早くっ」

　アーサー・ロビンはウィリアムの上着の襟を掴み、必死で頼み込む。

「お願いですっ」

　アーサー・ロビンの手に自分の手を重ねると、ウィリアムは「ちょっと待った！」と言い渡す。

「アーサー・ロビンくん、それがどういうことか、知ってるだろう？　君は狼に変身してしまうんだよ？」

　そう、どういうわけかウィリアムの口づけでアーサー・ロビンは狼に変身してしまうのだ。満月の光だけでなく。

　アーサー・ロビンはうんと肯く。

「僕、変身したいんです」

　ええっ、ともう一度ウィリアムは驚いた。

「いったいなぜだい？」

「実は……」

　アーサー・ロビンはいったんウィリアムの襟を放す。そして「昨日のことです」と口を開いた。

　以下はアーサー・ロビンの回想である。

　それは前日の午後のことだった。

　アーサー・ロビンが姉たちの部屋の前を通りかかると、扉が開いていて、中からおしゃべりとごそごそと衣擦れの音がする。開いた扉から、双子がコートを着ようとナニーの手を借りているところだった。ナニーはすでにボンネットを被っていて、お出かけの支度だった。

　今日はお呼ばれの予定はないはず、ただの散歩なら一緒に連れて行ってくれるかもとアーサー・ロビンは期待を込めて扉から顔を部屋の中へと突っ込んだ。

「お姉ちゃまたち、また散歩？」

　するとマッティが振り返り（アーサー・ロビンにはどちらがどちらか解るのだ）、「ううん、お見舞い」と答えた。

「お見舞い？　誰の？」

　ナニーから帽子を受け取って被ろうとしていたオルウェンも振り返る。

「リジーよ。リジーが病気なんですって」

　アーサー・ロビンは驚いて部屋に飛び込んだ。

「ええっ、リジーが？　僕も行く！」

　姉たちは顔を見合わせたが、「ま、いいんじゃない」と肯き合う。

「ね、メアリー？　アーサー・ロビンも一緒に連れて行きましょうよ」

　ナニーのメアリーは「そうですね」と答えた。

「お友達が病気とあっては、お見舞いに行かないといけませんね」

　こうして四人が馬車でモルダヴィア侯爵夫人邸に着くと、侯爵夫人が玄関まで出迎えたので、いかに夫人が心配しているかが解ろうというもの、さらに玄関ホールはお見舞いの花でいっぱいだった。

　マッティとオルウェンも花束を差し出す。侯爵夫人は疲れた表情で受け取り、小さく微笑んだ。

「お花をありがとう、マッティにオルウェン、アーサー・ロビン」

　アーサー・ロビンは心配で一秒でも早く、エリザベスの顔が見たくてしょうがない。

「リジーのお加減はいかがですか？」と尋ねた。

　すると侯爵夫人は「リジーは病気ではないの」と言うではないか。

「実はねえ……」

　そして侯爵夫人の口から出たのはとんでもない言葉だった。

　双子であるがゆえに完璧にシンクロしてマッティ＆オルウェンは叫び、そしてちょっと遅れてアーサー・ロビンが叫んだ。

「ええっ、フラッグが誘拐された？」

　ナニーのメアリーは片方の眉を上げ下げし、これは彼女がとても興味深いと思っていることをあらわす。もちろん雇われている身分なので、自分の意見は口にしなかったが、やはり相当驚いたのだった。もし意見を言える立場だったら「マジっすか！」と言ったに違いない。

　侯爵夫人は皆をドローイングルームへと招き入れながらほうとため息をついた。

「ええ。脅迫状と一緒にフラッグの首輪が届いたの。（ここでマッティとオルウェンはお互いに顔を見合わせ、アーサー・ロビンは身体をぞくりと震わせる）このところ、貴族の飼い犬を誘拐して身代金を要求するという事件が多発しているらしいわ。まったく、動物愛護の精神からしても許せない蛮行」

　侯爵夫人の握りしめた両の拳がふるふると震える。

　エリザベスもさぞ悲しんでいることだろうとアーサー・ロビンにも想像がついた。

「警察に届けたのですか」と言ってみる。

　侯爵夫人はさらに拳を震わせた。

「もちろんよ、ロンドン警視庁に乗り込んだわ。ところが相手にしてもらえなかったのよ。この私がよ！」

　夫人の声は怒りで震えた。

　そう、脅迫状は三日前に届いていた。あのお茶会のあと、フラッグの姿は忽然と消え、エリザベスは心配で夜も眠れず泣き明かし、そこに忌まわしい手紙が届いたのだ。教養のない無骨な男が書いたものだと一目で分かる、汚い紙に殴り書きされ、フラッグの首輪に手紙は縛り付けられていて、門のところに投げ込まれていたのだ。拾ったメイドがすぐフラッグの首輪と気づき、エリザベスに見せてしまった。

「まったく気の利かないメイドったら！」

　夫人はメイドにも怒りの矛先を向ける。

　その紙に書いてあった文面は。

「金を用意しろ、10万ポンドだ、さもないと犬を殺す、またあとで連絡する」

というもの。

　脅迫状を読んだエリザベスは真っ青になってその場に倒れてしまった……。それを聞いたアーサー・ロビンはエリザベスの心を察して自分も顔を青ざめさせる。

　夫人はすぐさま馬車を仕立ててロンドン警視庁へと向かったのだが……。

「あのレストレイドとかいう男ったら！　たかが犬のことで、我々の手を煩わせないでもらいたいですなあ、ですって！　我々は凶悪犯罪で手一杯なんですよ、とかも言ったわ、可愛らしい天使のような少女の飼い犬をさらうことが凶悪犯罪でなくてなんとするの！　ぜったい、ぜったい、許してやらない！」

　天井へ向かって一気に侯爵夫人は不満を吐き出し、アーサー・ロビンはその勢いに首を縮めた。

　それより、と侯爵夫人はマッティ＆オルウェン、そしてアーサー・ロビンを振り返る。

「リジーを元気づけてやってくださいな」

「もちろんですとも、小母様、そのために来たんですから！」

　マッティとオルウェンが同時に答え、アーサー・ロビンもこくこくと首を縦に振った。

「リジーは部屋にいるわ」

　ドローイングルームを抜け、長い廊下を通って、一行は大寝室グレートチャンバーの隣の部屋に入った。そこはピンク色の壁紙と淡いグリーンの絨毯の敷かれた可愛らしい小部屋で、大きなガラスの填った扉が庭に面した壁にあり、真ん中には小型だが天蓋のついたベッドが置かれていた。

　ベッドの真ん中は僅かに盛り上がり、しくしくという悲しそうな泣き声にシンクロして掛け布団が動く。

「おお、リジー、泣きやんでちょうだい、お友達が来てくれたわよ」

　侯爵夫人は悲痛な声を上げてベッドへと駆け寄る。マッティたち一行も後を追った。

　むくり、と掛け布団が動いて、焦げ茶色の巻き毛が覗いた。

「ありがとう、お見舞いに来てくれて」

　か細い声が上がり、エリザベスが顔を出したが、目は泣きはらして真っ赤、顔色はいつもより白く、いや、真っ青といっていい。

　さすがのマッティ＆オルウェンも深刻な顔になってエリザベスに近寄った。そしてベッドの両脇からエリザベスの肩を抱く。エリザベスは二人の顔を代わる代わる見ながら「フラッグになにかあったらあたし、もう生きていられない」と言うと、またさめざめと泣き出した。

「おお、リジー、あたしたちに何かできることはあるかしら？　いいえ、何もないけれど、お祈りするわ、あたしたち」

「ええ、フラッグが帰ってくるまで、毎日三回はお祈りするわ、きっと！」

　アーサー・ロビンは真剣な表情で天蓋を睨んだ。天蓋が憎いわけでもなんでもないがそれぐらいしか今の時点ではできなかったわけで。

（僕に出来ること……）

　絶対天蓋を睨むこと以外にもあるに違いないのだ、とアーサー・ロビンは必死で頭を巡らせる。愛しい女性のためなら何だってする、それが英国紳士のたしなみだ。

「ご主人さま」

　ノックとともに召使いが扉を開けた。

「なあに？」

「ご主人様、キース様がお見えです」

　言葉が侯爵夫人の耳に達するよりも早く、細身の青年が部屋に歩み入り、それはもちろん侯爵夫人の遠縁に当たるキース・トランパースにして化学オタク、そして侯爵夫人を密かに想っているあのキース君。今日はオースチン校の制服ではなく、大人びたグレーのディットーを着ていて、中産階級の品の良い若紳士といった風、読者の皆様、驚くには値しません、キース君だってきちんとした席ではたいそう素敵な青年なのです、それはむろん、キースの父親は素晴らしく品が良く、またセントトーマス病院の優秀な外科部長であるから当然予想されることで、それはともかく、胸には深紅の薔薇の花束をしっかり抱えていた。キースは恭しく侯爵夫人の前で腰をかがめ、花束を差し出した。

「ルシンダ、お加減はいかがですか？　母があなたのところへ花束を贈ったので、もしやお病気ではないかと思い、居ても立ってもいられなくなって参上したこと、お許しください」

　侯爵夫人は可愛い甥の差し出す薔薇を微かな笑みを浮かべ、受け取った。

「ありがとう、キース。私ではなくて、孫のリジーなのよ。実は」

「なんですって！」

　頭の良いキースは、三人の女の子がさめざめ涙を流しているのを見て、小声で「なにがあったんです」と尋ねた。

　侯爵夫人は憂い顔で「説明するわ」とドローイングルームへとキースを案内する。アーサー・ロビンも殿方として独りだけ残るわけに行かないので、あとをついて行った。

　ドローイングルームで侯爵夫人はこれまでの経過を簡単に説明した。そして椅子にぐったりと身体をもたせかけ、ハンカチーフで口元を隠した。

「リジーはフラッグがいなくなってからご飯をいっさい食べないのよ……あの子が病気になったらどうしたらいいかしら……」

　キースの顔色が変わった。侯爵夫人がこれほどまで悩んでいる顔を見せたことはなかったのだ。ルシンダ命のキースにとって、これは全世界の終わりに等しい。

「ルシンダを悲しませる奴は僕が許さない！」

　キースは椅子のそばに跪くと、侯爵夫人のスカートを片手で掬い、そこに口づけする。

「僕が必ずフラッグを見つけます！」

　中世の騎士が姫君に忠誠を誓うのをそばで見たようにアーサー・ロビンは思った。

　キースはさっと立ち上がり、「失礼します」と決然とした態度でその場を去る。

　かっこいいお兄さんだ、とアーサー・ロビンの心には刻まれた。

（僕もあんな風な立派な男にならなくちゃ）

　アーサー・ロビンも決意を新たにする。

（そう、僕だって！）

　そして「僕がきっとフラッグを連れ戻します！」と侯爵夫人に宣言したのだった。

　ここで回想と説明が終わり、アーサー・ロビンはウィリアムを見上げる。

「というわけで、これを借りてきました」

　上着のポケットから取り出したのか、赤い小さな革の首輪と、薄汚れた片方だけの手袋だった。

「この首輪が……フラッグの？」

　はい、とアーサー・ロビンは頷いた。

「そしてこっちが庭に落ちていたものです。侯爵夫人の召使いたちは誰もこんな手袋を使っていないそうです。きっと犯人のに違いありません」

　それは解ったが、ウィリアムにはなぜアーサー・ロビンが自分にこれを見せたのか理解できなかった。

「だが、これをどうするつもりだい？」

　アーサー・ロビンは身を乗り出した。

「ですから、僕が狼に変身すれば、この二つの匂いをたどれると思うのです、ウィリアムさん、キスしてくださいっ」

　ええっ、とウィリアムはのけぞった。

「だめだ、絶対！」

　するとアーサーロビンは首輪と手袋をきちんと上着にポケットにしまった。

　納得して帰るのかとウィリアムは判断し、ほっと息をつく。

　しかしアーサー・ロビンは真面目な表情を崩さず、こう続ける。

「仕方ありません、紳士としてはきちんと承諾を得てからと思ったのですが」

「は？」

　ウィリアムが聞き返すより早く、アーサー・ロビンはウィリアムに飛びついた。ぐいと首を伸ばし、無理矢理キスをする。

　柔らかなものが唇に押し当てられたのを感じ、ウィリアムは思わず眼を閉じた。柔らかだったものが、すぐさま湿って冷たい感触に変わる。

　慌てて眼を開けたウィリアムの前にはすでに見慣れたアーサー・ロビンの顔はなかった。唇に押し当てられていたのは真っ黒で濡れた鼻だ。

「ああっ」

　次の瞬間、ばさり、とオースチン校の制服が床に落ちる。その中から見上げているのは得意そうに鼻を天に向けている小さな狼、というか子犬だった。

　ウィリアムは唖然としてアーサー・ロビン狼を見下ろす。「うう、仕方ない」と呻いた。

　それでもここで甘やかしてはいけない。じろりとアーサー・ロビン狼を睨むと、人差し指を一本、黒い濡れた鼻に突きつけた。

「今回だけだよ、もうこんなことをしたら決して許さないからね」

　うんうん、とアーサー・ロビン狼は首を縦に振り、さらにしっぽも振る。

　その姿を見ながら、ウィリアムは溜息をついた。

（この強引さは間違いなく男爵の血だなあ……）

　あともう一つ言っておくことがあった。ウィリアムは横の扉へと歩きながら、アーサー・ロビン狼に言い渡す。

「君だけに誘拐犯を追っかけるなんて危険なまねはさせられない。僕も一緒に行く。それから助っ人を呼ぼう」

　賢明なる読者諸君、もしあなたがこの「愛しの人狼」シリーズの愛読者であり、さらに前巻の「東から来た少年」を憶えておられるのなら、すでにウィリアムが誰を念頭に話をしているかお解りでしょう。その人物とは……詳しくは第二章で！
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　広大な侯爵夫人の別荘は鉄柵と煉瓦塀で囲まれている。そうは言っても、煉瓦塀は腰の高さで、敷地内の芝生や森、そして遠くにあるジョージア風の建物を鉄柵の間から垣間見ることが出来る。

　その煉瓦塀に沿って、奇妙な一団が歩いていた。

　先頭は三角の耳とふさふさのシッポを持つ灰色の子犬、その次を象牙色の肌に黒い髪、黒く切れ長の眼の少年、最後を歩くのは二番目の少年より少しばかり背が高いやはり黒髪の青年。

　子犬は辺り匂いを熱心に嗅ぎ、立ち止まっては後ろの少年を振り返ってわんわんと吠える。すると少年は同じように立ち止まり、後ろの青年に向かってなにか喋る。まるで子犬の言葉を伝えるかのように……。そう、皆さんの予想通り、子犬はもちろんアーサー・ロビン、少年は九条子門くん、熊野の巫女の血を引き、動物と会話が出来るあの日本からの留学生、子門少年はアーサー・ロビンの言葉をウィリアムに通訳しているのだった。

　子門少年は浮き浮きとした様子でアーサー・ロビンのあとを歩いている。ウィリアムに「ウィリアムさん、また冒険に誘ってくれてありがとうございます」と嬉しそうに言った。

「いや、冒険じゃなくて…」

「じゃあ、大冒険？」

　うーん、とウィリアムは考える。

（まあ、大冒険なのかなあ……）

　と、そこでアーサー・ロビンの足が止まった。二人を振り返って、わんわんと鳴く。

「犯人はここから外へ出たようだと言ってます」

　そこは裏通りに面した鉄柵、ちょうど大きな樫の木が生えていて、その枝を伝えば先のとんがった鉄柵を乗り越えられそうだった。

　アーサー・ロビンは匂いを辿って歩道を歩き始める。しかしまもなくすると、困った顔になって辺りをうろつく。そこは歩道の端っこだった。

　ウィリアムは腕組みをして考え込んだ。

「どうも見失ったようだな。きっと犯人はこの辺りで馬車にでも乗ったのだろう」

　そこは人通りが少なく、馬車を停めておいても目だたないような場所だった。

「馬車ですって？」と子門少年が尋ねる。

「どこへいったのでしょう」

「さあなあ、でもロンドン市内じゃないことは確かだ。話では、たくさんの犬が誘拐されているそうだ。市内にそんなたくさんの犬は隠しておけないだろうからね、馬車でフラッグを郊外の隠れ家に運んだに違いない」

　なるほど、と子門は手を打った。

「さすがウィリアムさん、その通りですね」

　アーサー・ロビンはがっくりと首を落とし、お尻を歩道につけて座り込んでしまった。ウィリアムはアーサー・ロビンの頭を撫でて慰める。

「諦めるのは早い。まだ手がある」

「どんな？」と子門少年が尋ねる。

「ほら、以前、黒い犬に話を聞いたことがあったろう？　ここらへんの野犬のボスだって言ってたよね」

　それはアーサー・ロビンが生まれて初めて狼に変身したときのことだった。アーサー・ロビンは混乱して街に飛び出したところ、野良犬のボス・ティマイオスに助けられたのだ。

「ああ、あのティマイオスですね」と子門も思い出す。

　ティマイオスの一声で（一吠えで、か？）、町中の犬たちがアーサー・ロビンの捜索に協力してくれたのだ。

「彼の力を借りたらどうかな？　犬のことは犬が一番よく解るだろう？　Every man knows his own business best、だ。なにかいいアイディアをくれるかも知れない」

「さすが、ウィリアムさん！」とまた子門少年は感心する。

「でも今、どこにいるのかなあ？」

　すると子門少年が「任せてください」と胸を叩いた。

「また小鳥たちに頼んで探してもらいましょう」

　志門少年は空へと両手をさしのべた。






　さて、頭上で羽ばたきながらチィチィと鳴くコマドリやスズメ、それにアオガラが加わり、道を歩く一団はいよいよ奇妙さを増していた。

「なんだか目だつ行列だなあ」とウィリアムは溜息をつく。

「ウィリアムさん、僕の国の童話に同じようなのがあるんですよ」

　子門少年のほうは浮き浮きと楽しそうだ。

「ええと、こんな話だったなあ、ピーチの中に閉じ込められていた赤ん坊が拾われて、大きくなって、鬼オーグを退治に行くんですけど、鳥と犬とそれから猿を一緒に連れて行くんですよ！」

「へー、こっちにも同じような話があるよ」

　本好きのウィリアムはつい応じてしまう。

「猫と鳥と犬とロバが盗賊の家に……ってそんな暢気なことを言ってる場合じゃないって！」

　やがて一行は鳥たちの導きで公園に辿り着いた。

　例の、移動式サーカスが開かれていた公園だ。ここは木立に囲まれて芝生が広がり、犬たちの喉を潤す噴水もあって、彼らの憩いの場なのだ。

　鳥たちはまっすぐに噴水のそばの木立へと飛んでいく。黒いマスチフ犬がひときわ高い樫の木の根元で悠々と寝そべっていた。

　アーサー・ロビンの耳がぴんと立った。

「ティマイオス小父さん！」と大声で呼び、ダッシュで近づく。もちろんウィリアムには「きゃんきゃん」としか聞こえないのだけれど。

　ティマイオスは前脚に載せていた顎を持ち上げると「小父さん、だと？　お兄さんと呼べ」と唸る。もちろんウィリアムには「うう〜っ」としか聞こえないのだけれど。

　ウィリアムと子門少年もアーサー・ロビンのあとを追った。ティマイオスの前に来ると、子門少年は「こんにちは、ご機嫌いかがですか？」と頭を深く下げる。

「おお、あんたは俺たちの言葉が解るニンゲンだったなあ」

　ええ、と子門少年は頭を上げて微笑んだ。

「ティマイオスさん、お忙しいですか？」

　ティマイオスは大きなあくびをするとまた前脚に顎を載せた。

「見ての通り食後の昼寝をしているところだ」

「じゃあ、お暇なんですね？」

　するとティマイオスはじろりと子門少年を睨んだ。

「昼寝は俺の日課だ、暇だからやっているわけじゃない。つまり俺は忙しいってことだ。あっちへ行け」

　ええっ、とアーサー・ロビンはしっぽをぴんと立てた。

「それはないです、僕たち、あなたを捜してここへ来たんですから」

「お前はこないだライオンに食われそうになったちびだったな」

　ティマイオスは今度はアーサー・ロビンを睨んだ。

「今度はどんないざこざに巻き込まれたんだ、え？」

　聞いてくれますか、とアーサー・ロビンはしっぽをぶんぶん振ってティマイオスの前に腰を下ろした。

「いざこざに巻き込まれたのは僕じゃないんですけど……聞いて下さい、お願いします！」

　ティマイオス、一応野犬のボスで、つまりは面倒見がいい奴だった。

「言ってみろ」

　アーサー・ロビンの説明が終わると、ティマイオスは大欠伸をして眼を閉じた。

「お貴族さまの飼い犬がどうなろうと、俺には関係ないなあ」

「でも仲間ですよ？　仲間が危険な目に遭っているのなら、助けなくては！」

　必死でアーサー・ロビンは促すが、ティマイオスは目を瞑ったままだ。

「そう言われてもなあ」

　そこでアーサー・ロビン、はっと思いつく。侯爵夫人はリジーを眼に入れても痛くないほど可愛がっている。そして侯爵夫人はとても金持ちだ。

「そうだ！　侯爵夫人はフラッグを助けてくれたらきっとお肉をくれると思います。ええ、僕、頼みますから！」

　ティマイオスの耳がぴくりと動いた。

　子門少年もここぞとばかり、助け船を出す。

「そうだよ、侯爵夫人は気前がいいんだ……ってよく知らないけど」

　もちろん後半は人間の言葉で。

「ふむ、肉か…」

　ティマイオスはゆっくりと瞼を開けた。

「きっとだな」

　ティマイオスはおもむろに立ち上がると空を見上げた。そして遠吠えを始める。小鳥たちも唱和し、あたりは大変な騒ぎだ。遠くの芝生でのんびりと日光浴を楽しんでいるご婦人や子供たちが何事かとこちらを伺っている。ウィリアムは冷や汗が出てきた。

「うわあ、ここでもまた目だつなあ……ただでさえ、こないだはサーカスで目だったのに……」

　やがて色も形も大きさも様々なたくさんの犬が集まってくる。ティマイオスの前でみなおとなしく正座した。ティマイオスは歯を剥き出して檄を飛ばす。

「野郎ども、この手袋と首輪の匂いを嗅ぐのだ！　そして居場所を突き止めろ！」

「がってんです、兄貴！」

　犬たちは順番に匂いを嗅ぐと、あっと言う間に散らばっていく。ティマイオスは「どうだ」というように、ウィリアム達を見た。

「すごいなあ……さすが、ボスだね」

　ウィリアムの言葉を子門少年が翻訳すると、ティマイオスはますます鼻を上へ向けた。

「これできっと見つかるに違いない」

　ウィリアムはアーサー・ロビンの頭を撫でた。

　しかし、その期待は残念ながら裏切られる。やがて一匹、また一匹と犬たちは戻ってきたが、どの犬もティマイオスの前で首を振った。

　ティマイオスは歯を噛み鳴らし、多分それが彼のいらいらを表す仕草なのだろう、前脚で地面をひっかいた。

「誰もこの匂いを突きとめられなかったのか！」

　すると一匹のハウンドドッグが前に進み出た。

「へえ、けど気がついたことがありやす」

　その言葉に反応して、子門少年が「なんだい、何か判ったのかい？」とぞの犬の顔を覗き込んだ。

　ハウンドドッグは「げえっ」とのけぞって子門少年を仰ぐ。

　ティマイオスが「この人間は俺たちの話がわかるんだ」と説明した。犬たちは感心した様子で子門少年を取り囲む。「へえ〜」と言ったらしいが、もちろんウィリアムには「ぐるるる」としか聞こえなかったのだけれど。

「で、てめえら、なにが判ったんだ？」

　ティマイオスの問いに何匹かの犬が話し出した。

「俺たちの餌場から餌をかっさらっていく人間を見たんです」

「そうそう。それもいろいろなところから」

　ティマイオスは「なんだと？」と唸る。

「貴重な俺たちの食い物をか？」

「そうなんす、俺なんか、昨日の夕方は食べはぐったんすから！」

「そうですよ、兄貴、期待して食いに行ったらもう空っぽで！」

　喧々囂々と吠え始める犬たちにウィリアムは「なんだって？」と子門少年を振り返った。

「どうも犬たちの餌が人間に横取りされているようです、そのために腹を減らしているって騒いでます」

「人間だって？　それは怪しいな」

　ウィリアムは腕組みをして考え込む。犬の誘拐団はたくさんの犬たちを隠しているはず……餌をやらなければこの犬たちと同様にきゃんきゃん吠え出すだろう……。

「悪い奴らが誘拐した犬にご馳走を食べさせているとは思えない。それに犬を普段飼っていない人間が犬の餌を買ったりしたら目を付けられるだろう。もしかしたら、餌場から餌を横取りして捕まえている犬にやっているのかも知れない」

　子門少年はぽんと手を打った。

「さすが、ウィリアムさん！　探偵になれますね！」

　ウィリアム君、コナン・ドイル先生にもそう言われたことを思い出し、ちょっと得意になった。

「で、これからどうするのです？」と子門少年は続ける。

「手分けして餌場を見張る。そして、怪しい人間がいたらあとを付けるんだ」

　子門少年が通訳すると、ティマイオスは賛成の意思を表すためしっぽを振った。

「なるほど、そこのニンゲン、やるじゃねえか」

　そして前に並んでいる犬たちに向かって吠える。

「それは俺たちの仕事だな。俺たちだって縄張りを荒らされてたまるか！　野郎ども、行くぞ！」

　犬たちは再び四方へと走り出した。








３








　ここで少し、ヴィクトリア朝英国の港事情について説明しておこう。

　ヴィクトリア朝英国では、鉄道が輸送の主役になるまでは、河がその役割を果たしていた。ロンドンを流れるテムズ河しかり、地方を網の目のように繋ぐ運河しかり。そして大都市ロンドンには英国国内からだけでなく、世界中から富が集まってきていた。それゆえ、テムズ川には数多くのドックが作られた。曰く、東インドドック、ロンドンドック、聖キャサリンドック。そこには倉庫街があり、港湾労働者のためのアパートや酒場、日常生活のための市場も隣接していた。

　そう、犬たちはそういった市場に出入りし、ゴミをあさり、餌場にしているのだった。

　ここ、ローズマリーレーンストリートマーケットでは、そろそろ市場の閉まる時間で、道路に零れた野菜屑や魚の切れ端などを求めてカモメが頭上を舞っている。犬たちもゴミ捨て場から人間が立ち去るのを待ちかねて、物陰から窺っている。

　人影がなくなり、さあ昼飯だと犬たちが勇んでゴミ捨て場に歩み寄った瞬間。

「こいつ、あっちへ行け！」

　棍棒が上から降ってきて、先頭の犬はキャンキャン悲鳴を上げてその場から逃げ出した。

　ほかの犬たちも後退りをする。

　ゴミ捨て場には風体のよろしくない大男が一人、麻袋に棄てられている魚屑をかき集めて入れているところだった。

　大男はさらに近寄ろうとした犬の脇腹を蹴っ飛ばす。あらかた形のある魚屑をすべて拾うと、ハンチングを目深に被り直し、さっさとその場をあとにする。

　もちろん犬たちのあいだで不満の唸り声が上がったのは言うまでもない。

　一匹の痩せこけたテリヤが「あいつだ！」と気づいた。

「おかしらに知らせよう！」

　その前に、と止めたのは細長い脚をもつセッターだった。年老いて飼い主に棄てられたのだが、その獲物を狩り出す能力値はまだまだ高く、公園ではウサギやネズミを捕らえ、皆の賞賛を得ている。

「まず奴があの餌をどこへ運んでいくか、後をつけるんだ」

　セッターとテリヤがその任務を遂行することになる。

　大男は麻袋を肩に担ぎ、どんどん市場から遠ざかっていく。だが市街地とは逆の方向だ。やがて聖キャサリンドックを過ぎ、辺りに饐えた水の匂いが漂ってくる。テームズ河沿いに倉庫が建ち並んでいて、たくさんの男達が積み荷を船から運びこんでいる。

　大男は特に辺りを窺う様子もなく、とある倉庫へと入っていった。

「ここだ！」

　テリヤは空に鼻を向け、遠吠えを始める。

　近くでご主人さまと散歩をしていたピットブルがぴくりと耳を立てた。そして自分も遠吠えを始める。

　すぐ傍の家でのんびりと寝ていたビーグル犬が垂れ下がった耳をぱたぱた動かしながら起き上がる。甲高い声で鳴き出した。「うるさい」と飼い主が窓から顔を出したが、ビーグル犬は気にも留めずに吠えたてる。

　その隣の家でも同じように犬が吠えだした。

　犬たちの声は水面に投げられた小石が作る波紋のように、「シティ」からその外へと、そしてハイゲイトへと広がっていき……。

　噴水で水を飲んでいたティマイオスがふいに顔を上げる。

「隠れ家を見つけたそうだ！」

　アーサー・ロビンもぴょんと飛び上がった。

　子門少年が「見つけたそうです」とウィリアムに声を掛ける。

「よし、行こう！」

　すでに走り出したアーサー・ロビンのあとをウィリアムと子門少年が追いかける形になった。






　ヴィクトリア時代の夜の闇は現代より格段に濃い。ネオンの輝きも車のヘッドライトも何一つないからだ。ガス灯もなく、ただドックや波止場に停泊している貨物船の灯火のみが辺りの光源だ。

　とある倉庫の影にウィリアム達一行は隠れていた。ティマイオスだけでなく、ほかの犬たちも一緒だ。

「ウィリアムさん、僕、ワクドキですよ！　日本じゃ絶対こんなことできないし〜」

　子門少年は浮き浮きした様子で倉庫の影から顔を出した。

「子門君、本来だったら君は寮に帰らなくちゃいけないんだけど……」

　だが子門少年の能力は必要で、ウィリアムは仕方なく無断外出に目を瞑っているわけで。

「はあ〜、このまま朝までってことになると、無断外泊奨励になっちゃうよ……」

　目的の倉庫は少し離れたところで、間には木箱の山が幾つも立ちはだかっている。

「もう少し近づいてみよう」

　ウィリアムが頭を出したそのとき。ティマイオスが低く唸る。

「しっ、ウィリアムさん、馬車が近づいてくるそうです！」

　子門少年の手がウィリアムの肩に掛かった。慌ててウィリアムは首を引っ込める。

　もちろんそんな気配はないが、しばらくすると、ごとごとと鈍い音が耳に到達する。石畳に響く轍の音だった。

「やっぱ、犬の耳は鋭いなあ……」

　やがて荷馬車が一台現れ、男が二人、そこから降りた。

　馬を操っていた男は馬車を倉庫の後ろへともっていく。もう一人が倉庫の扉を叩く。すると小柄な男が中から姿を現した。しばし何かを話し合っていたが、その間、扉は開いたままで、ティマイオスが再び唸った。

「なんだって、子門君？」

「匂いがするって。あの手袋の。中から犬の鳴き声も聞こえるそうです」

「そうか、やっぱり！」

　やがて男達は倉庫の中に姿を消す。

　行きますか、と子門少年が飛び出そうとするのをウィリアムは引き留める。

「もう少し待とう」

　ええ〜、と子門少年は残念そうな顔になった。

「僕たちで悪人をやっつけないのですか？」

「最低でも三人はいる勘定だ。ティマイオスたちの助けを借りても無理だろう。やっぱり警察に知らせるのが一番だろうな」

　足元にいるティマイオスが不満そうに鼻を鳴らす。

「ウィリアムさん、ティマイオスも突っ込みたがってますよ〜」

　だから、とウィリアムは子門少年を睨んだ。

「たとえ三人でも相手が銃を持ってたらどうするんだ」

「そうか、そういえばここはイギリスですものね。僕の国では銃を持っている人はほとんどいないんですよ」

　ウィリアムは「とりあえず、中を窺ってみよう」と足を踏み出す。

「静かに、僕のあとについてきて」

　は〜い、と子門少年は嬉しそうに答えた。ティマイオスとアーサー・ロビン、そしてほかの犬たちもしっぽを大きく振っている。

（やれやれ……）

　だがさすがに犬たちはまったく物音を立てないので、ウィリアムは感心した。

（やっぱ、狩りに慣れているんだ〜）

　夜の帳はいっそう深くなり、今やじっとりと湿った夜霧が足元から這い上がって、踏み出した足に絡みついてくる。木箱の影に身を潜めながら、一歩一歩、問題の倉庫に近づいていくと、ウィリアムの目に何か不審な人影が映った。

「しっ、止まれ。誰かほかの人間がいるぞ！」

　それはウィリアムより背の高い男だったが、その謎の男と共に少年が数人、やはり身を潜めている。皆、ウィリアム達が目指している倉庫のほうを窺っているのだった。

（奴らの仲間？　離れたところから見張っている？　だとすると……）

　ウィリアムは立ち止まり、子門少年を振り返った。

「まずい、隠れよう！」

　しかし、ウィリアムがきびすを返すより早く、その男はこちらに気づく。足元に置いてあったカンテラを掲げた。

　眩しい光がウィリアムの目を射る。一瞬、動きを止めたウィリアムの前に現れたのは……。

「まさか？　いや、まさかね」

　カンテラを掲げているのは細身の青年で、ハンチングを被った頭からは栗色の髪が肩に流れ落ちている。面長の顔はなにやら見覚えがあるような気がして、ウィリアムは思わず近づいてしまう。

　すると、わらわらと青年の背後から少年達が湧いて出てきた。背はあまり高くないががっしりとした体つきの少年が薄汚れた上着のポケットからきらりと光るものを取り出したので、ウィリアムは今までまじまじと首を伸ばして青年の顔を見ていたものだから当然のことながらのけぞってしまった。

（な、なに？）

　魔術師としての人生でも、図書館の司書としての人生でもこんな場面に出くわしたことはなかったのだ。

　フリーズしているウィリアムにナイフを持った少年が近づき、歯の間から低く唸った。

「おかしら、たたんじまいましょうか」

　やっぱり違うのか、とウィリアムが目を見張った瞬間、青年のカンテラを掲げていない方の腕が上がって少年の頭を押さえ込む。

「待て！」

　と、ウィリアムの脚の間からちょこちょことアーサー・ロビンが走り出て、青年の靴の匂いをふんふんと嗅いだ。そして子門少年に向かって小さく吠える。

「アーサー・ロビンがキースだと言ってますよ。って、僕たちの知っているあのキースってこと？」

「ええっ？」

　ウィリアムは両の拳でぐいと目を擦ったが、どうみてもいつもの化学オタク、キース・トランパースとはほど遠い。確かに似ているような気がさっきは一瞬したのだけれども。なにせ見慣れた白衣やオースチン校の上着ではなく、今来ているものはカムデンやフリート街をぶらつくちょっと怪しい男達が着そうな派手なチェックのジャケット、前は留めておらず開いていて黒い革のベルトでトラウザーを引っ張り上げているのが解り、シャツのボタンは上から三つ目までしか留まっていなくて、金色の派手な鎖が白い肌に光り、被っている帽子はハンチングで、あの分厚い眼鏡も掛けておらず……要するにいかれたあんちゃんそのもの。そして薄い唇をひん曲げて青年はにやりと笑い、片目を瞑った。

「ウィル、お互い、他言無用だぜ」

　自分の名前を知っている、とウィリアムはここまで来てやっと目の前の青年がキースであることを信じたのだった。それでも頭を振り振りキースの顔を窺った。

「口調まで違う……にしても、キース君、なんでここに？」

　キースはしっと唇の前に指を立てた。

「声をもっと小さく！　奴らに気づかれるだろうが」

　ってことはキースの狙いもあの倉庫？　とウィリアムはますます目を丸くした。

「おうよ、俺のルシンダのために、子分を使ってロンドン中を虱潰しに探したのさ。それでこの倉庫が怪しいとわかったってわけ。犬たちはここだ。早く助けようぜ」

　キースはカンテラの火を吹き消し、倉庫を睨んだ。

「キース君、でも危ないよ、武器が」

　ウィリアムの言葉にキースは「大丈夫だって」とまた片目を瞑った。

「俺にはとっておきの武器があるんだ。あんたの連れてきた犬どもも一緒に乗り込むぞ」

　とそこで、ウィリアムは自分の足元に視線を落とし、アーサー・ロビンがいないことに気づいた。

「あれ、アーサー・ロビンは？」






　その少し前。

　年老いたテリヤがキースをうっとりと見上げているアーサー・ロビンに近づき、ふんふんと匂いを嗅いだ。

「あんた、犬じゃないね」

「え、判りますか？」

「まあねえ、イギリスではとっくに狼は絶滅しておるからのう、若いもんは知らないんじゃなあ」

　テリヤはここで冷たい霧のせいで小さくくしゃみをした。

「わしゃ、ご主人のお供で、若い頃フランスに狼狩りに行ったことがあるんじゃよ。お前さんと同じ匂いだったぞよ」

　そうだ、とテリヤはアーサー・ロビンの身体を眺め回した。

「みんなを待ってるとき、暇でネズミを狩り出してたんだが、倉庫の扉に穴があるのを見つけたんじゃ。あんたならそこから中を探れるかもしれん」

　アーサー・ロビンの耳がぴょんと立った。

（かっこいいキース兄さんみたいに、僕もかっこいいとこ見せたい！）

「そこ、連れてってくれますか？」

　というわけで、アーサー・ロビンは倉庫の裏手にいた。裏口が付いていて、一部が腐って地面との間にわずかな三角形の隙間が空き、そこの地面が少し掘られている。

「さっき、わしが掘ったんじゃ」とテリヤが指し示した。

「わしには無理だが、あんたなら身体が柔らかいから通れるんじゃないかのう」

　ここで尻込みをしたら男がすたる。アーサー・ロビンは頭を狭い隙間に突っ込んだ。四本の脚で必死に地面をかき、身体をねじ込む。

「おじさん、後ろから押してください！」

「よっしゃ」とテリヤもアーサー・ロビンの尻に頭をつけて押す。なんとか倉庫に入ることに成功した。

　そこは真っ暗な小部屋で、幾つもの鉄の檻が並んでいる。檻には一匹ずつ、犬が囚われていた。犬の種類は様々で、ボルゾイやポインターなど大きな犬もいる。アーサー・ロビンは匍匐前進で檻の間を進んだ。進むにつれ、絶望の中で前脚に顎を載せていた檻の中の犬たちが、一匹一匹と頭を上げる。

「しっ、もうじき助けが来ますから」

　アーサー・ロビンはそう告げながら進んでいく。

　やがて嗅いだことのある匂いが近づいてくる。

（フラッグだ！）

　匂いの先は小型の檻だった。中には茶色と白の斑の仔犬が一匹、震えながらうずくまっている。アーサー・ロビンはその檻に近づき、鼻を格子の間から差し入れた。

「フラッグ、僕、助けに来たよ！」

　仔犬の頭が地面から持ち上がった。

「あなた、だあれ？」

「僕、アーサー・ロビンだ。もうじきウィリアムさんが助けに来てくれるよ」

「ほんと？」

　フラッグは立ち上がり、アーサー・ロビンの側に寄ってふんふんと匂いを嗅いだ。

「あなたの匂い、嗅いだことあるわ」

　突然、扉が開き、光が差し込んだ。慌ててアーサー・ロビンは物陰に隠れる。男が二人、大股で入ってきた。一人がフラッグの檻に近づき、扉を開ける。そして中にいたフラッグの首根っこを捕まえ、持っていたバスケットに突っ込んだ。バスケットを抱えた男は、アーサー・ロビンがすり抜けてきた裏口へと向かった。

（フラッグが連れて行かれる！）

　アーサー・ロビンは慌てて後を追った。扉が閉まる寸前に間をすり抜ける。男達は急いでいるのか、アーサー・ロビンには気づかない様子だ。バスケットを持った男はボスのようで、もう一人の尻を靴で蹴りながら早くしろと罵っている、二人は外にあった荷馬車に乗り込んだ。すぐさま馬車は走り出し、アーサー・ロビンは選択の余地なく追いかけることにした。

　馬車の轍の音が辺りに響き、ウィリアム達の耳にも届いた。倉庫の中の犬たちが吼え始める。外のティマイオスたちも呼応して一緒に吼え始める。

「なにがあったんだ？」とウィリアムは子門少年を振り返った。

「中の犬たちが助けてくれと。それでティマイオスたちも答えているんです」

　この騒ぎでは、そっと中に入るなんてことはできそうにない、とウィリアムは観念した。

「警察を待っている時間はなさそうだ」

　するとキースはにやっと笑い、ジャケットの内ポケットに手を入れた。

「おまわりなんて信用できないとルシンダが言ってた。まあ、見てな」

　取り出したのは、拳大の黒いボールだ。

「こないだ作った香水と正反対のものだ。犬には作用しないけど、人間は……やれ、トビアス！」

　大柄な少年が「がってんだ」と石ころを倉庫の窓に投げつけた。ガチャンとガラスが割れ、そこへキースが持っていた弾を投げ込む。

　どんと鈍い音がして、真っ白な煙が上がった。ぎゃっと声が上がり、一瞬の間ののちに扉が開いた。男が一人、外へと這い出る。

「突っ込め！」

　ティマイオスと犬が中に飛び込み、キースたちも後を追った。

　中では男が五、六人もいて、目を押さえ、喉をかきむしり、くしゃみを連発しながら床で転げ回っていた。白い煙はまだ弾からもくもくと上がっていて、飛び込んだウィルや志門たちも目を開けていられない。

「な、なんだてめえらは！」

　鼻水と涙とよだれでよれよれの悪人達は、侵入者に気づき、力を振り絞って立ち上がる。そこらにあった椅子を振り上げ、立ち向かってきた。

「ま、まずい、こっちも眼が開けていられない……」

　キースは歯がみをしたがもう遅い。男達は手だれた様子で、椅子を振り回し、少年達を追い詰める。もとよりウィリアムや子門少年には戦闘能力はない。犬たちも男達が振り回すナイフに押され気味だ。

　と、そのとき。

　とてつもない大きな咆吼が上がった。

　ウィリアムの目に飛び込んできたのは、黒い獣だ。

「男爵！」

　狼姿のジョン・ウルフは、床にうつぶせて拳銃を懐から取り出そうとしていた男に襲いかかる。男は手首を噛まれ、悲鳴を上げて銃を手放した。

　大きな獣に悪漢達は震え上がる。形勢は一気に逆転した。

「今だ！」

　ウィリアムは子門少年と倉庫の奥へと進む。

「ウィリアムさん、犬達はこの奥です、こっちだと呼んでいます！」

　倉庫の奥の小部屋に入ると、ウィリアムは檻の扉を開けにかかった。幸い、閂がかけてあるだけで、囚われていた犬たちを解放することが出来る。囚われていた犬たちは今や元気を取り戻し、扉が開くと弾丸のように飛び出し、悪漢との闘いに参戦した。どの犬も貴族が飼っていた犬だ、狩猟はお手の物で、あっと言う間に悪漢達は隅へ追い詰められる。

「縛り上げろ！」とキースが手下の少年達に命令したときには、悪漢どもは声も出ないほど弱り切っていた。白い煙も薄れ、ふう〜、とウィリアムは額の汗を拭う。そして悪漢どもに睨みをきかせている男爵に戸惑いながら目を遣った。

　子門少年のほうは「あっ、男爵だ！」と歓声を上げ、首根っこに抱きつく。子門少年は相変わらず、ジョン・ウルフ・ソレント・ハンター男爵のことを「男爵」という名のウィリアムの飼い犬、と認識しているのだ。

「男爵、なぜここへ…」

　ウィリアムの独り言に、子門少年は「訊いてみましょうか？」と尋ねる。

「うん」

　というわけで、物語は今朝にさかのぼる。






　ジョン・ウルフ・ソレント・ハンター男爵、数日前から所用でシティに滞在していたが、朝起きたとたんにウィリアムに会いたくてたまらなくなった。もちろんあれもしたいが、それだけではない、顔を見ないと、声を聞かないととても寂しい、でもそんなこと、女々しくて決して認められない、満月でもなんでもないのに。会うには正当な理由がなければいけない。

　滞在しているホテルの客室で朝食を済ませ、執事ヘンリーから紅茶をサーブしてもらいながら、「グリーナー毎日」の紙面を心ここにあらずといった風で眺めつつ、グリーンデールへ会いに行く理由をこしらえようと頭を巡らせていた。

「どうかな、母校の図書館にディケンズ全集を寄付しようと校長に言いに行くのは？」

　ヘンリーはしかめ面をする。

「ご主人さま、ディケンズの本など、とうにありますでしょうに」

「だろうなあ、じゃあ、ホームズ全集はどうだ？」

「ご主人さま、年代がちと合いませんぬ」

　むむ、とジョン・ウルフ・ソレント・ハンター男爵は考え込む。さすがに役者を目指していたので、母校のオースチン校にシェークスピア全集があるのは知っている。

「じゃあ、これはどうだ、ヤフオクで買ったルネッサンスの奇書ヒュプネロトマキア・ポリフィリの完全復刻版！」

「ご主人さま、そのネタはほとんどのかたには通じますまい」

　はあ、だめか、とジョン・ウルフ・ソレント・ハンター男爵は溜息をついた。

「ご主人さま、これからウィリアムに会いに行こう、と素直におっしゃればよろしいのに。どなたも反対しませんがゆえ」

　ヘンリーの進言にジョン・ウルフ・ソレント・ハンター男爵は太い眉を上げ下げして拒絶の態度を示す。

「ええ、うるさいわ」

　新聞紙を目の前のテーブルにたたきつけると、ジョン・ウルフは立ち上がる。

「まあよい、とりあえずモードリンの別荘へ行こう、そしてそこへウィリアムを呼び寄せればいいのだ、俺さまのところへ奴も来たがっているだろうて」

　どうだか、とヘンリーは呟き、テーブルに近づいてティーカップにおかわりを注いだ。

　というわけで、夕方にジョン・ウルフ・ソレント・ハンター男爵はヘンリーに命じ、馬車を出させた。

　しかし馬車の中でもジョン・ウルフはぶつぶつと文句を言う。

「『東から来た少年』に続いて今回もまた出番が遅くないか？」

　御者台からヘンリーが「他に魅力的な登場人物がたくさんおりますからねえ」と応じる。ジョン・ウルフは怒りの表情を浮かべた。

「俺さまは主人公だぞ？」

「どうでしょうか」

「ええい、黙れ！」

　が、一喝したそのとき、なにやら犬の吠え声がジョン・ウルフ・ソレント・ハンター男爵の耳に届いた。犬たちの遠吠えは次第に辺りへと広がっていく。何かを伝えるかのように。

　ふと、ある記憶が蘇った。

「これはアーサー・ロビンがいなくなったときと同じだ、なにかあったのだ。変身して聞いてみる」

　言いながらジョン・ウルフ・ソレント・ハンター男爵はフロックコートから手鏡を取り出した。もちろんウィリアムにあったとたん変身して襲おうといつも用意しているあれだ。

「ヘンリー、カンテラを貸せ！」






　そして今、男爵はここにいるのだが、自分が人狼であることは伏せ、「波止場へウィリアム達が向かっていることが判った」とだけ、子門少年に伝える。

「だそうです、ウィリアムさん」

　ウィリアムは複雑な思いで男爵を見つめる。窮地を救ってくれたのは嬉しいが、ただでさえアーサー・ロビンが人狼の血を引くことを知られたくないのだ。

（キースくんや子門くんに悟られなければいいけど……）

　と思ったところで、「アーサー・ロビンは？」と辺りを見回した。さっきから姿が見えないと気がついてはいたが……。

「アーサー・ロビン、どこだ？　それにフラッグらしきキャバリエ犬もいないぞ！」

　子門少年は今まで囚われていた犬たちに向かって何かを言う。犬たちから情報を仕入れると、ウィリアムを振り返った。

「キャバリエ犬は、さっき、一味の親分がかごに入れて出かけたそうです」

「親分はどこへ行ったんだろう」

　気がついて、ウィリアムは縛られている子分達の顔を見た。

「君たちの親玉はどこへ行ったんだい？」

　だが子分達は知らん顔だ。「俺ら、関係ないもんな」と口々にしらを切る。口笛を吹いてそっぽを向く奴もいる。

　と、キースの目がぎらりと光った。そして自分のジャケットからナイフを取り出し、刃をきらめかせながら、子分達の前をゆっくりと歩く。一人の前にしゃがみ込むと、低い声で言った。

「お前たち、さらった犬の耳を切り落として飼い主に送ったこともあるそうじゃないか。じゃあ、俺が同じ事をしても文句はないな」

　そしてナイフを男の耳に当てる。

「三つ数える。数え終わる前に言え」

　抑揚のない言い方に、あたりはしんと静まりかえった。

「うわ、すごい迫力ですね、ウィリアムさん」

　子門少年の耳打ちにウィリアムも「う、うん」と唾を呑んだ。一方で少年達は「さすが、兄貴」と尊敬のまなざしを送っている。

　キースの迫力に、すぐさま「言うよ、言うよ」泣き声が上がった。

「指定の場所へ、犬を連れてった。そこに侯爵夫人が一人で金を持って来るはず……」

「さっき、金を払うって電報が来たんだ」ともう一人。

「けど、侯爵夫人を人質に取ればもっと金がふんだくれるって」

　更にもう一人が白状した瞬間、キースはさっと立ち上がった。

「ルシンダが危ない！」と叫んで倉庫の扉へと走り出す。ウィリアムも慌てて後を追った。

「早く警察に連絡を！」

　倉庫の外に飛び出したウィリアム達の前に、がらがらと音を立てて馬車が現れた。扉にはハンター家の紋章が描かれている。御者台からヘンリーが声を掛ける。

「ふう、ご主人さまの足が速くて……やっと追いつきました」

「ヘンリーさん、ちょうどいいところへ！　荷馬車を追って下さい！」

　賢いヘンリーに余計な言葉は要らない。さっと飛び降りて扉を開けた。

「さきほどすれ違った馬車ですね、早くお乗り下さい」









４









　ここはバリモア・ドック、以前は使われていたのだが、今は使用されていない寂れた小さなドックだ。なぜ使われなくなったかというと、なんでも留まっていた船で恐ろしい殺人事件が起こり、そのあと、係留する船で必ず死人が出ると噂になったからで……身の毛もよだつ恐怖スポットを訪れるロンドンゴーストツァーに組入れられるのはほぼ百二十年後のことだがそれはさておき。今でも充分に暗くひとけのない恐ろしい場所なのだった。

　あたりは饐えた匂いで満たされ、水の打ち寄せる音がすぐ傍で上がっている。

　馬が歩を止め、誘拐団の親分である男は、フラッグの入ったバスケットを手に馬車から降りた。今まで必死で走っていたアーサー・ロビンは、やっと追いついて車輪の影に身を潜める。大きく舌を垂らして息をついた。

　車輪の影から前を窺うと、鞄らしきものを下げた人影が離れたところに立っている。

　乗馬ズボンに長靴姿だが、ほっそりとして女性のようだと、アーサー・ロビンは瞳孔をめいっぱい広げる。

（あれは侯爵夫人だ！）

　一味の親分はフラッグの首根っこを掴むと、バスケットから引きずり出し、ぶらんとぶら下げた。そしてフラッグの喉にナイフを当てる。

「そこに金の入った鞄を置け」と怒鳴る。

　侯爵夫人は一瞬ひるんだが、「犬を放しなさい」と毅然とした態度で答えた。

「まず金だ、でないとこいつの喉を切り裂くぞ！」

（フラッグが危ないっ）

　アーサー・ロビンは車輪の影から飛び出すと、男の足首に食らいついた。

「ぎゃっ」と男は叫び、フラッグとナイフを取り落とす。フラッグはどさんと落ちたが、すぐにその場から逃げ出した。お利口にもナイフを咥えて。

「こ、こいつぅ」

　慌てた親分は、アーサー・ロビンが食らいついている足を振りながら、ポケットから銃を取り出した。そして足に食いついたままのアーサー・ロビンを撃とうと狙いをつける。

　だがその瞬間、しゅっと空気を切り裂く音がして、男の手首を黒いものが一閃する。ヘビのような長く細いそれは夜空に高く弧を描き、再び男を打った。

「ぐわっ」

　ぽろりと地面に落ちた銃を侯爵夫人のふるう鞭が襲い、遠くへと弾き飛ばした。

「こ、この！」

　荷馬車の上から唖然として見ていたもう一人が、ここでやっと反応した。それほどまでに、侯爵夫人が鞄から鞭を取り出して攻撃するまでは電光石火だったのだ。さすが、スーパーレディ。

　荷馬車の男は口汚く罵りながら（ここでは詳しく書きません、ビクトリア時代のフォーレターワードを皆さんの目に入れるのははばかりますので）懐から銃を取り出すと侯爵夫人に狙いをつけた。

　そして同時に幾つかの出来事が起こった。

　一つ、侯爵夫人の鞭が親玉の首に絡みつく、二つ、咆吼を上げて巨大な獣が突進してくる、三つ、獣にやや遅れて黒い馬車が高らかな轍の音と共に現れる、四つ、荷馬車の男が銃の引き金を引く。

　静まりかえった夜の帳を様々な音が破る。更にそこへ光の雨が降り注いだ。光の雨はまるで火花のように弾けながら侯爵夫人の周りに特に激しく降り、光の盾となった。

　放たれた銃弾がパチンと弾けて地面に落ちる。

　呆然としている皆の前に黒い馬車が到着した。馬車からウィリアムとキースが飛び出し、光の雨に目が眩んでいる悪漢を両方から押さえ込む。

　同時に獣が荷馬車の男に飛びつき、地面に引き倒した。

「大丈夫ですか！」

　ウィリアムの声に侯爵夫人ははっと自分を取り戻し、ぱちぱちと目を瞬いた。

「な、なにが起こったの？　さっきの火花はなに？」

「多分、流星群じゃないでしょうか、確か今日は双子座流星雨の日」

　ウィリアムの言い訳に侯爵夫人は「あら、そう」と鷹揚に応じる。

「それより……」

　フラッグは、と言いかけたとき、侯爵夫人は足元に孫娘の愛犬がまとわりついていることに気づいた。顔をほころばせ、抱き上げて子犬にほおずりをする。もうさっきの光の雨は頭から消え去っていた。

　もちろん賢明な読者諸君は、光の雨はウィリアムの魔術によるもの、大きな音でウィリアムの唱えた呪文は誰の耳にも入らなかったのだとお気づきでしょう。

　化学の申し子・キースも天文学には疎く、耳に入ったウィリアムの説明に「ふうん」と納得している。魔術などは信じないゆえ、ずっとこちらのほうがしっくりくるのだ。それに侯爵夫人が無事だったらあとのことはどうでもいい。持っていた紐で親玉を縛り上げながら「ルシンダに怪我があったら貴様、はらわたをえぐり出すところだったぞ」と毒づいた。

　と、そこへ、わんわんきゃんきゃんと鳴く犬たちと共に、子門少年と男達が到着した。先頭の男以外は、ヘルメットに制服を着た警官達だ。

「ウィリアムさん、警察を呼んできましたよ！」

「ありがとう、子門君」

　レストレイド警部は縛り上げられている二人の男に近づき、目を剥いた。

「お前は指名手配中のモリソン！」

　親玉はレストレイドを見上げてちっと舌打ちをする。

「くっそ、犬の誘拐で小金を稼いでアメリカに高飛びするつもりだったのに」

　ご苦労様でした、とキースとウィリアムに頭を下げるレストレイドに、フラッグを抱いた侯爵夫人は長靴の踵を鳴らして近づいた。

「レストレイド警部、わたくしの言ったとおりでしょう！　たかが犬だと放置した結果がこの通りです！」

　レストレイド警部は顔を真っ赤にしたが、侯爵夫人の厳しい目つきに耐えられず、ぺこぺこと頭を下げるはめになった。

「す、すみませ〜ん」

「両手をついて謝ったって許してやらない」

「そ、そんなことを言わずに」

　隣で「やっぱり俺のルシンダは素敵だ……」とうっとり呟くキースの顔をウィリアムはまじまじと見つめてしまった。

（俺のルシンダ……って、キースくんが好きなのは侯爵夫人のことだったのか）

　やがて警官たちは悪人どもを引っ立てていく。いつの間にかティマイオスとほかの犬も姿を消していた。

　レストレイドをとっちめて溜飲を下げた侯爵夫人は、ウィリアムたちを振り返る。

「あなた方が警察に連絡してくださったのね、ありがとう」

　フラッグを抱いて近づくと、ウィリアムと志門の顔に目を注いだ。さっきは気がつかなかったが、東洋人の少年と並んだ姿はどこかで見覚えがあると首を捻る。

「そうだわ、あなたがた、このあいだ、見世物小屋で……」

「はい、ウィリアム・クーパー・ポウイズといいます」とウィリアムは頭を下げる。子門少年も「僕は九條志門です」と足を引いてお辞儀をした。

　おお、なんて小さな紳士、と侯爵夫人は微笑む。

「今度、わたくしの家に遊びに来てちょうだい。お礼をしたいわ」

　そこまで言って、キースのほうを見る。

「ね、そこのあなたも」

　ちょっと離れたところにいたキースは慌てて帽子を目深に被り、横を向いた。

「お名前は？」

　キースはうっとなったが、片手で鼻をつまみ「名乗るほどのもんじゃござんせん」と言う。そして足早に去っていった。

（キース君ったら……）

　だがあの「ワル」っぽい姿では、侯爵夫人に合わせる顔はないのだろう、とウィリアムは納得する。

　ところが侯爵夫人は小さくなっていくキースの後ろ姿にしばらく見ていたが、やがて視線を戻し、ウィリアムに囁いた。

「あの人、なかなかいけてるじゃない？　わたくしって、すこしワルのほうが好きなのよね」

「ええっ」

　高貴な方々の趣味は時として判らない、とウィリアムは思った。

（子門君もなあ……）

　隣の子門少年は頬を上気させ、浮き浮きしている。

「今回も面白かったなあ！　ウィリアムさん、ありがとう、僕、さっそく今回のことも日本への手紙を書きます！」

「いや、書かなくていいから」

　それでも事件は解決した、とウィリアムは侯爵夫人の乗った馬車が去っていくのを見つめる。で、と子門少年に目を遣った。

「君はどうするの？」

　するとまるでそれが合図だったかのように、二頭の馬に牽かれた馬車が静かに現れた。

「僕の自家用馬車です、ほら『するすみ』と『いけづき』」

「ああ、あの！」

　アーサー・ロビンを探し回ったときも、この馬たちが子門少年の超常力に呼ばれて駆けつけたのだった。

「お休みなさい、ウィリアムさん」

　子門少年は馬車によじ登る。

「寮には入れるのかい？」

　ちょっと心配になってウィリアムは尋ねる。すると子門少年は「大丈夫です」と答えた。

「僕、木登りが得意ですし、フクロウに訊いて忍び込めるところ、知ってますから」

　そうか、とウィリアムは納得する。

〈そう言えば、巣から落ちたコマドリの雛も軽々と木に登って戻してやってたものなあ……）

　そしてバリモア・ドックにはウィリアムとジョン・ウルフ・ソレント・ハンター男爵、アーサー・ロビンが残された。

　ヘンリーが馬車の扉を開ける。

「さあ、我々も引き上げましょう」

　いつの間にか、夜霧は晴れ、空には三日月が掛かっていた。






　馬車の中、空を見上げるアーサー・ロビンの目には、一緒に走る三日月が映っている。

　さきほどウィリアムの接吻でアーサー・ロビンは無事に人間に戻っていた。

「ようございましたね、アーサー・ロビンさま」とヘンリーが御者台から声を掛ける。

「うん。僕、人狼でよかった、フラッグを助けられたもの」

　これまでは運命を受け入れたとはいえ、自分の変身にいささかの不安を抱いていたのだ。尊敬する伯父も人狼だと知ってからは、恐怖はなくなってはいたが。

　それでも今回のことで自信が持てた。

（僕は僕、そして僕だからこそ出来ることがいっぱいあるんだ）

　読者の皆様、ジョン・ウルフ・ソレント・ハンター男爵と違ってアーサー・ロビンくんの将来は安泰です、はい。

　そう言えば、とアーサー・ロビンはヘンリーに尋ねる。

「どうして伯父ちゃまはウィリアムさんの下宿で降りたの？　なんで元の人間に戻らないの？」

　ごほごほ、という咳の返事が聞こえ、アーサー・ロビンは首をかしげた。






「男爵、僕は今日、あなたの気持ちが分かりました」

　男爵の腹の臍から下にはまだ毛がみっしりと生えているが、しっかりとあそこは濡れて勃ち上がっている。下宿のベッドでウィリアムの腰を抱え上げ、体勢を作っていたジョン・ウルフ・ソレント・ハンター男爵は「ん？」とまだ三角形に尖った耳をぴくりと動かし、ウィリアムの顔を見た。

「おお、そうか。で、俺さまのどんな気持ちが分かったのだ？」

　ぺろりと愛しい人の顔を舐め、大きな手で細い肩を抱く。

（俺さまがどんなにお前を思っているかやっとわかったか。だろうとも、俺さまはお前のためならどんなことでもいといはしないのだ）

　どんな危険にも立ち向かう。どんな遠くへも走っていく。この手足が動かなくなるまで。

　両手でウィリアムの頬を挟み、「言ってみろ」と囁く。

　ウィリアムはにっこりと笑った。

「ほら、僕、さっきあそこで、キースくんが作ってくれた薬でくしゃみをしたでしょう？」

「お、おう」

　先ほどの倉庫での出来事だ。なにを続けて言うのかと、ジョン・ウルフ・ソレント・ハンター男爵はいやな予感がした。

「あれ、すごく辛かったです。あれだけくしゃみをすると、全身から力が抜けてしまいますね。あなたがくしゃみをして人間に戻るのがどんなにいやか理解しました。ですから、これをしたくなるのも判ります」

「ぐ……」

　全身から力が抜けたが（失礼、一カ所、力が残っているところがありました）、男爵は「まあいいか」とウィリアムを抱く手に力を込めた。

（俺さまの気持ちは俺さまが一番よく解っているからな）

　そう、自分の気持ちに忠実でいよう。ジョン・ウルフ・ソレント・ハンター男爵は生まれて初めてそう思った。









　そして数日後。

　ハイゲイトの公園でアーサー・ロビンは侯爵夫人達と再会した。

　よく晴れた日で、たくさんのご婦人が犬を連れて散歩している。ロンドンの愛犬家を震撼させた犬誘拐団が逮捕されたので、皆、安心して愛犬を外へ連れ出すようになったのだ。

　侯爵夫人の武勇伝はあまねく知れ渡り、多くのご婦人が侯爵夫人に近寄っては賞賛の言葉を浴びせている。一緒に歩いてるエリザベスも鼻が高いが、もちろん一番嬉しいのはフラッグが無事に戻ってきたことだ。エリザベスの頬は侯爵夫人と同じくらい薔薇色に輝いていて、足元ではフラッグが名前のもとになったあのシッポを振り回している。ご主人さまが気がつくよりも早く、アーサー・ロビンに気づき、矢のように飛んできた。アーサー・ロビンがしゃがみ込むと、フラッグは両前脚をアーサー・ロビンの肩に置き、ぺろぺろと顔を舐める。

　アーサー・ロビンの隣でマッティ＆オルウェンは目を丸くして口に手を当てた。

　エリザベスは「まあ、だめよ、フラッグ」とやってきてフラッグを抱き上げた。首を傾げてフラッグの顔を覗き込む。

「フラッグはなぜ急にアーサー・ロビンが好きになったのかしら？　この前はあんなに吠えたのに」

　まあ、いいじゃないの、と侯爵夫人はにっこりした。

「本当に良かったわ、これもウィリアムさんのおかげだわね」

　アーサー・ロビンは「あのう」と侯爵夫人を見上げる。

「侯爵夫人、ウィリアムさんからのお願いがあるのですが」

「なあに？　何かお礼に欲しいのかしら？」

「実は、笑いカワセミ亭という料理店があって……」






　一方、こちらはオースチン校。キースはこのところ研究室にこもり、研究に励んでいた。もちろんこの前のくしゃみ爆弾の失敗を反省してのことだ。

　白い煙を上げる三角フラスコを見つめるキースの目は以前にも増して真剣だ。

　試験管を振りながらキースは思った。

（悪人だけに効果を発揮するようでないと……）






　そしてここは下町レストラン「笑いカワセミ亭」の勝手口だ。

　夕暮れ時で、いつものように野良犬たちが犬好きの主人からソーセージの屑や出汁を取ったあとの骨など、おこぼれをもらおうと待ち構えている。

　と、ばたんと扉が開いて、笑いカワセミ亭の主人が現れた。なんと手に掲げる大皿には、ほかほかと湯気を立てるステーキが山盛りだ。

「たんと食べな。モルダヴィア侯爵夫人からだ。これから週に一度、お前たちにステーキをご馳走するぞ、お足はいただいているから安心しろ」

　おお〜っ、と人間だったらここでどよめきが上がったに違いないが、そこは犬だ。

　まずティマイオスが前に進み出て、ふんふんと肉の匂いを嗅ぐ。安全だと判断すると、振り返って一声吠えた。

「野郎ども、かかれ！」








　というわけで、ここにてストーリーはハッピーエンド、と言いたいところだが、あと一つ。おつきあいをお願いしたい。物語の初めに書いた、あの大事なエピソードだ。

　その日、鶯荘の中庭ではモードリン奥方主催のお茶会が開かれていた。もちろん、ジョン・ウルフ・ソレント・ハンター男爵、ウィリアムも招かれていたが、もう一人、久しぶりのお客様もいた。

「ドクター、この前、とても大変なことが起こったのよ」

　モードリン奥方は白いクロス越しに向かい側に座っているコナン・ドイルへ、クッキーの盛られたバスケットを差し出しながら話しかけた。

「モルダヴィア侯爵夫人の孫娘リジーちゃんの飼っている犬が誘拐されて、身代金を払えと脅されたの。幸い無事に戻ってきましたけれど」

「犬の誘拐団ですか！　そりゃ初耳だ！」

　コナン・ドイルはティーカップを唇から離し、目を丸くする。

「それでねえ、ウィリアムが大活躍だったの。すごいでしょう？　ねえ、ウィリアム、どうやって悪人をやっつけたの？　誰と一緒だったの？」

　慌ててウィリアムは「僕の力ではありません」と首を振った。魔術師ウィリアムを初め、動物の言葉が解る子門少年、悪童の兄貴分・キース、そして人狼の血を引く男爵とアーサー・ロビン、皆の秘密がばれるのは困るのだ。

「警察が助けてくれたんですよ、レストレイドという名前の警部が……」

　するとコナン・ドイルは上着のポケットから手帳を取り出した。

「へえ、いい名前だ、今書いている小説のキャラクターに使おう」と書き付ける。

「以前、おっしゃっていた探偵ものですか？」

　興味を示し、ウィリアムは尋ねる。

「うん、すごく頭のいい主人公の引き立て役に、間抜けな警部が出てくるので、それにつけようっと」

「ええっ」

　ちょっと可哀相だとウィリアムは思ったが、ティーカップから目をあげると、男爵が必死で笑いをこらえているのが目に入った。

（ま、いいか……実際は役に立たなかったんだものね）

　ウィリアムと男爵は目を見合わせてにっこりしたのだった。




終わり　　








後書き







「馴れ初め編」に続いて「愛しの人狼」描き下ろし新作でございます。

　だれもあまり期待していないこのシリーズですが、作者はとても気に入っております。

　乱歩先生が好きな作者は「少年探偵団」にあこがれがあり、なので、悪童たちを統べるキースくんの話はどうしても書きたかったんですよ〜。

　そして「小公子」アーサー・ロビンくん。表紙が本当に素敵！　ありがとう、天音先生！　檜原がこの物語を書き続けられるのも、天音先生のおかげです。


　あ、ウィリアム君と男爵、忘れているわけではありませんよ（笑）。最近、作者は男爵の味方になっています。意外に男爵は苦労をしているような（爆笑）。男爵ファンが増えるといいなあ。

　さて、次のお話はちょっとホラーっぽくなる予定です、ご期待下さい。







２０１５年の初めに。











それは犬にだって起こらない

愛しの人狼５
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